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就職氷河期世代活躍支援に係る市町村プラットフォームの設置について 

 

１ 就職氷河期世代支援プログラム 

  いわゆる就職氷河期世代（現在 34歳～49 歳）は、雇用環境が厳しい時期に就職活動を行った世代で

あり、希望する就職ができず、現在も不本意ながら不安定な仕事に就いていたり、無業の状況等にある

ことから、国では、地域ごとに対象を把握した上で、３年間（令和２～４年度）で集中的に取り組むこ

ととしている。 

【支援対象者】 

① 不安定な就労状態にある方（不本意に非正規雇用で働く方など）     全国で 

② 就業を希望しながら長期にわたり無業の状態にある方          100 万人と推計 

③ 社会参加に向けた支援を必要とする方（ひきこもり状態にある方など）   

【ＫＰＩ】 

就職氷河期世代の正規雇用者を 30万人増加 
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２ 就職氷河期世代活躍支援都道府県プラットフォームの設置について 

   官民が協働して都道府県内の就職氷河期世代の支援に社会全体で取り組む機運を醸成するととも

に、活躍支援策のとりまとめ、進捗管理等を総括する都道府県プラットフォームを設置することとな

っていることから、岩手労働局が事務局となり、令和２年７月 30 日に「いわて就職氷河期世代活躍

支援プラットフォーム」を設置し、現在、事業実施計画及び工程表について検討を行っている。 

   なお、管内市町村プラットフォームの事務局と連絡調整を図り、情報共有と広域的課題の対応を行

うこととされている。 

 

３ 就職氷河期世代支援に係る市町村プラットフォームの設置・運営について 

  厚生労働省社会・援護局地域福祉課からの令和２年４月２日付け事務連絡及び令和２年 10 月 27 日

付け社援地発 1027 第１号により、県に対して、市町村プラットフォームを設置することについて支援

するよう依頼されています。 

 なお、運営にあたっては、既存の会議体（支援会議、個別事案に係る支援調整会議、地域ケア会議等） 

において築かれたネットワークを活用して差し支えがないこととされていることから、設置に向けて 

検討をお願いします。 

 

 

【担当 商工労働観光部定住推進・雇用労働室 雇用推進課長 田中、主任主査 中田】 

電話 019-629-5591（直通） 
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